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市
債
と
は
、
市
が
負
う
長
期
的

な
借
入
金
で
、
借
り
入
れ
す
る
こ

と
を
「
市
債
の
発
行
」
ま
た
は

「
起
債
」
と
い
い
ま
す
。

市
債
は
、
公
共
施
設
建
設
費
の

一
部
に
充
て
る
も
の
と
、
臨
時
財

政
対
策
債
や
減
税
補
て
ん
債
な
ど

財
源
不
足
に
対
処
す
る
も
の
に
大
き

く
分
け
ら
れ
ま
す
。
発
行
に
当
た
っ

て
は
、
目
的
、
限
度
額
、
利
率
な
ど

を
予
算
に
計
上
。
ま
た
、
発
行
で
き

る
の
は
県
知
事
か
ら
許
可
さ
れ
た
事

業
だ
け
で
、
発
行
し
た
市
債
は
返
済

（
償
還
）
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

返
済
に
掛
か
る
経
費
を
公
債
費
と
い

い
、
元
金
と
利
子
に
分
か
れ
ま
す
。

□
世
代
間
の
公
平
な
負
担

公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、

大
き
な
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。
こ
の

経
費
を
、
建
設
す
る
年
だ
け
の
市
税

収
入
で
賄
う
と
、
そ
の
年
の
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
は
大
き
な
負
担
。
そ
こ

で
、「
世
代
間
の
公
平
な
負
担
」
と
の

考
え
方
か
ら
、
将
来
の
利
用
者
に
も

経
費
を
負
担
し
て
も
ら
う
た
め
、
市

債
を
発
行
し
、
何
年
も
か
け
て
返
済

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
債
を
発
行

し
て
行
う
事
業
は
厳
選
し
て
い
ま
す
。

□
借
入
先

市
債
の
借
入
先
は
、
国
が
定
め
る

計
画
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
主
に
、

「
政
府
資
金
」「
公
庫
資
金
」「
銀
行
等

引
受
資
金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
本
市
の
市
債
残
高

こ
れ
ま
で
に
本
市
が
発
行
し
て
き

た
市
債
の
残
高
は
、
昨
年
度
末
で
千

二
百
七
十
八
億
円
。
十
年
前
に
比
べ

て
五
百
億
円
以
上
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
の
経
済
対
策
に
伴
う
公

共
事
業
や
、
市
立
前
橋
、
総
合
福
祉

会
館
、
新
最
終
処
分
場
な
ど
の
施
設

建
設
、
清
掃
工
場
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

削
減
対
策
工
事
な
ど
を
推
進
し
て
き

た
た
め
で
す
。
な
お
、
過
去
十
年
の

市
債
発
行
額
と
現
在
高
の
推
移
は
図

１
の
と
お
り
で
、
本
年
度
末
の
市
債

残
高
は
、
初
め
て
前
年
度
末
を
下
回

る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
末
の
借
入
利
率
別
の
市
債
残

高
は
図
２
の
と
お
り
で
す
。
現
在
償

還
（
返
済
）
中
の
市
債
は
、
利
率

二
・
〇
％
以
下
の
も
の
が
約
六
割
と
、

比
較
的
低
利
な
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

□
発
行
は
必
要
最
小
限
に

市
が
行
う
建
設
事
業
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
む
や
み
に
市
債
を
発
行
す
る

と
、借
金
の
積
み
重
ね
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
返
済
す
る
金
額
が
増
え
る
た

め
、
財
政
の
健
全
性
が
損
な
わ
れ
、

将
来
の
住
民
に
大
き
な
負
担
を
掛
け

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
債
の

発
行
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
編
成
に

お
い
て
対
象
事
業
の
厳
選
、
元
利
償

還
金
（
公
債
費
）
に
対
す
る
国
の
補

て
ん
措
置
な
ど
に
十
分
注
意
を
払

い
、
総
額
を
決
め
て
い
ま
す
。

□
国
の
補
て
ん
も

市
債
に
は
、
返
済
費
用
の
一
部
が

地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
道
路
の
整

備（
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
）は
、

返
済
（
元
利
償
還
金
）
の
約
三
割

が
地
方
交
付
税
の
交
付
基
準
に
。

ほ
か
に
も
、
臨
時
財
政
対
策
債
や

減
税
補
て
ん
債
な
ど
の
特
例
地
方

債
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
方
交
付
税

の
交
付
基
準
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
将
来
の
公
債
費
負
担

に
配
慮
し
、
交
付
税
措
置
の
あ
る

市
債
を
中
心
に
発
行
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

□
繰
り
上
げ
返
済

何
年
も
か
け
て
返
済
す
る
予
定

の
市
債
を
、
ま
と
め
て
返
済
す
る

こ
と
を
「
繰
上
償
還
」
と
い
い
ま

す
。
繰
上
償
還
を
す
る
場
合
、
貸

し
手
と
の
協
議
で
、
本
来
貸
し
手

が
得
る
は
ず
だ
っ
た
利
子
収
入
分

を
補
償
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
が

必
要
。
現
在
の
制
度
で
は
、
繰
上

償
還
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
適
正

な
市
債
の
管
理
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
財
政
課
�
８

９
０
―
６
５
４
３
へ
。
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図１　　　 過去10年の市債発行額と残高の推移�
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